
全
国
の
医
療
福
祉
生
協
の

今
年
の
目
標
は「
協
同
の

力
で
い
の
ち
輝
く
社
会
を

つ
く
る
」、「
い
つ
ま
で
も

元
気
で
長
生
き
」で
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
組
合

員
さ
ん
が
、
こ
の
活
動
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
▼
医
療
生
協
に

は
各
種
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
健
康
づ
く
り
委
員

会
で
は
、
医
師
に
よ
る
健

診
の
大
切
さ
の
話
し
や
認

知
症
予
防
、
健
康
体
操

な
ど
を
。
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
で
は
、
憲
法
や
原

発
の
学
習
会
、
高
齢
者
ひ

と
り
住
ま
い
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
支
部
で
は
班

会
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ス
ハ
イ

ク
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

▼
こ
れ
か
ら
も
生
協
病
院

は
地
域
に
根
ざ
し
た
病

院
と
し
て
喜
ば
れ
、
大
き

く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
、
私
た

ち
組
合
員
も
一
緒
に
活
動

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た

く
さ
ん
の
組
合
員
さ
ん
の

参
加
に
よ
り
お
し
ゃ
べ
り

や
大
き
な
声
で
笑
い
な
が

ら
、
雨
の
中
に
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
紫
陽
花
の
よ
う
に
楽

し
く
学
び
、
一
緒
に
遊
べ

た
ら
い
い
な
と
考
え
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｎ
）

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

（
応
募
数
33
通
）

（
正
解　

31
通
）

　

1
9
8
8
年
5
月
の
日
本
生
協
連
医
療
部
会

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
医
療
生
協
と
そ
の
運
動

の
総
合
的
強
化
を
め
ざ
す
5
カ
年
計
画
」
の
中

で
、
医
療
生
協
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。文
中
の
（　

）
に
あ
て
は
ま
る
語

句
を
左
記
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
通
信
教
育
テ
キ
ス
ト
：
医
療
生
協
運
動
と
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
よ
り
）

医
療
生
協
と
は
、
地
域
の
（
イ
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
（
ロ
）・
医
療
と
く
ら
し
に
か
か
わ
る

問
題
を
も
ち
よ
り
、（
ハ
）
を
つ
く
り
、（
ニ
）

を
持
ち
、
運
営
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
そ
の
医
療

機
関
に
働
く
役
職
員
・
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
専
門
家
と
の
（
ホ
）
に
よ
っ
て
、
問
題
解
決

の
た
め
に
運
動
す
る
（
ヘ
）
に
も
と
づ
く
住
民

の
（
ト
）
で
す
。

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
６
月
30
日
で
、
当
選

者
は
８
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
５
月
号
の
答
え
】

【
４
月
号
当
選
者
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.169)（No.169)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、堀・谷口（後期研修医）、黒木･合田・當瀬・日高・林（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内 科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／

　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

●土曜日夜間の内科・
小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～19：00
（受付18：45）まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
TEL 0985-35-6022

デイサービス和知川原　　　
TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

①
塩　

②
音　

③
高

④
雲　

⑤
火　

⑥
気

FAX 31-14
4
9

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAX 31 14
FAX 31-14
FAX 26-19

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31 1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

　

４
月
１９
日
〜
５
月
１９
日
、
各
支
部
で
総
会
が
開
か
れ
、
２
０
１
７
年
度
の
ま
と
め
と

２
０
１
８
年
度
の
活
動
計
画
、
新
役
員
体
制
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

4
月
21
日
、34
名
の
参
加
で
、こ
の
は
な
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。宮
崎
市
介
護
予
防
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

岡
元
潤
子
さ
ん
に「
座
っ
た
ま
ま
で
も
出
来
る
手
遊
び
運

動
」を
、お
手
玉
使
っ
た
り
二
人
組
に
な
っ
た
り
し
な
が

ら
30
分
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。女
性
陣
の
大
き
な
歓

声
や
日
頃
は
か
た
い
表
情
の
男
性
陣
も
思
わ
ず
笑
顔
に
。

　

こ
の
は
な
支
部
で

は
今
期
、医
療
生
協

の
理
事
を
2
名
選
出

し
ま
す
の
で
、
理
事

か
ら
「
い
つ
で
も
運

営
委
員
会
に
加
わ
っ

て
、こ
の
は
な
支
部

を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
ね
」
と
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

医
学
生
の
学
業
な
ど

を
支
援
す
る
宮
崎
民

医
連
の
宮
田
宗
三
さ

ん
の
話
に
は
、
宮
崎

大
学
医
系
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
地
元
に
あ
り
、皆

さ
ん
関
心
を
抱
い
た
よ
う
で
し
た
。

昼
食
交
流
会
に
は
診
療
を
終
え
た
こ
の
は
な
生
協
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
も
加
わ
り
、所
長
の
中
村
育
夫
先
生
の

挨
拶
、宮
崎
生
協
病
院
の
吉
田
博
明
事
務
長
か
ら
病
院

新
棟
建
設
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。交
流
会
は
意
見
・
要

望
の
聞
き
取
り
に
1
時
間
を
要
し
、今
後
も
組
合
員
へ
の

協
力
に
十
分
な
説
明
と
疑
問
点
を
解
消
す
る
場
と
な
り

ま
し
た
。（
支
部
長　

半
田
圭
子
）

4
月
24
日（
火
）に
大
淀
支
部
総
会
が
赤
江
の
緑
松
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。18
名
が
参
加
。提
案
さ
れ
た

議
案
は
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
、特
に
質
疑
も
な
か
っ
た

た
め
予
定
さ
れ
た
時
間
よ
り
か
な
り
早
く
進
行
し
て
し

ま
い
、当
初
予
定
し
て
い
た「
つ
る
に
の
っ
て
」の
映
画
に

加
え
て「
ザ
・
思
い
や
り
パ
ー
ト
2
」の
映
画
も
鑑
賞
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
な
り
慌
て

ま
し
た
が
、お
陰
で
参
加
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

「
つ
る
に
の
っ
て
」は
、広
島
の
原
爆
資
料
館
に
一
人
で

や
っ
て
き
た
小
学
6
年
生
の
女
の
子
が
、折
り
鶴
を
掲
げ

持
っ
た
少
女
像
の
女
の
子
と
の
不
思
議
な
出
会
い
の
中
で

平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
考

え
て
い
く
ア

ニ
メ
で
す
。

「
ザ
・
思
い
や

り
パ
ー
ト
2
」

は
、同
パ
ー
ト

1
に
続
い
て
、

駐
留
し
て
い

る
在
日
米
軍

の
莫
大
な
経

費
を
日
本
政

府
が
支
払
っ
て
い
る
こ
と
を
告
発
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
す
。例
え
ば
、米
兵
が
起
こ
し
た
殺
人
事
件

で
も
、裁
判
で
確
定
し
た
賠
償
金
の
う
ち
、実
際
に
ア
メ

リ
カ
政
府
が
支
払
う
の
は
15
％
程
度
で
残
り
は
日
本
政

府
が
支
払
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。し
か
も
容
疑
者
の

米
兵
は
、執
行
猶
予
が
つ
い
て
い
る
の
で
刑
務
所
に
行
く

こ
と
は
な
く
、す
ぐ
に
別
の
任
務
地
に
配
属
さ
れ
て
い
く

の
で
罪
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
。こ
う
し
た

実
態
を
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
貴

重
な
税
金
が
無
駄
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
強
い
憤

り
を
感
じ
ま
し
た
。機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
支
部
長　

前
屋
敷
勇
）

4
月
24
日（
火
）宮
崎
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、２
０

１
８
年
度
中
央
支
部
総
会
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
18

名
で
し
た
。支
部
は
昨
年
の
途
中
よ
り
支
部
長
不
在
の
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。支
部
総
会
、準
備
等
に
大
変
苦

慮
し
ま
し
た
。今
回
の

議
事
運
営
は
菅
谷
幸

則
さ
ん
に
お
願
い
し
、

活
動
報
告
と
方
針
が

提
案
さ
れ
、活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
和
知
川
原
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業

内
容
の
紹
介
」お
よ
び

「
民
医
連
医
学
生
対

策
委
員
会
か
ら
の
ご

案
内
」
を
河
野
裕
介

事
務
長
に
行
っ
て
い

た
だ
き
、昨
年
度
か
ら

は
じ
ま
っ
た「
れ
い
ん

ぼ
う
サ
ロ
ン
」の
紹
介
等
が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
企
画
と
し
て
和
知
川
原
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
杉

田
久
美
子
看
護
師
に
よ
る「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト（
わ
た

し
の
想
い
を
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
）」が
あ
り
、み
ん
な
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、大
塚
江
南

支
部
の
敷
田
幸
信
さ
ん
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、参
加
者
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。支
部
運
営
委

員
も
決
ま
り
、新
し
い
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
支
部
長　

児
玉
チ
ト
シ
）

２
０
１
８
年
度
支
部
総
会
は
、4
月
25
日（
水
）お
お
つ

か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
会
議
室
で
34
名
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
は
大
塚
台
・
生
目
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
者
の
渡
木
千
里
氏
よ
り『
こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
』

に
つ
い
て
判
り
易
い
講
演
に
加
え
て
質
疑
が
あ
り
、渡
木

先
生
は
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
応
え
て
い
た
だ
き
貴
重

な
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

続
い
て
総
会
に
う

つ
り
昨
年
、名
議
長

ぶ
り
を
発
揮
さ
れ

た
中
武
和
之
氏（
大

塚
台
県
住
自
治
会

長
）
を
議
長
に
選

出
。阿
部
正
治
支
部

長
よ
り
、こ
の
1
年

間
の
経
過
報
告
と

２
０
１
８
年
の
活
動

方
針
が
提
案
さ
れ
、

ほ
ぼ
原
案
ど
お
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
生
協
病
院
附
属
棟
建
設
に
つ
い
て
医
療
生
協
本

部
の
白
石
敏
夫
総
務
部
長
よ
り「
今
ま
で
な
か
っ
た
腎
内

科
、腎
透
析
を
新
設
す
る
こ
と
で
、宮
崎
生
協
病
院
の
医

療
に
幅
を
広
げ
、組
合
員
の
要
望
に
一
歩
近
づ
い
た
」と
の

報
告
と
と
も
に
建
設
費
の
内
、一
定
の
増
資
を
お
願
い
し

た
い
と
の
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
役
員
は
新
人
6
名
を
含
め
11
名
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。清
水
カ
ツ
子
新
支
部
長
の
も
と
頑
張

り
ま
す
。（
前
支
部
長　

阿
部
正
治
）

▼▼▼
こここ
ののの
ははは
ななな
支支支
部部部

▼
こ
の
は
な
支
部

▼▼▼
大大大
淀淀淀
支支支
部部部

▼
大
淀
支
部

▼▼▼
中中中
央央央
支支支
部部部

▼
中
央
支
部

▼▼▼
西西西
部部部
支支支
部部部

▼
西
部
支
部

手遊び運動で盛り上がりました

2つの映画を鑑賞しました

エンディングノートの活用を学びました

これからの介護保険について学びました

①
自
主
組
織　

②
生
協
法　

③
協
同

④
医
療
機
関　

⑤
組
織　

⑥
健
康　

⑦
人
び
と

廣
瀬

福
喜
雄
さ
ん（
延
岡
市
）

鈴
木　

昌
子
さ
ん（
国
富
町
）　

森
山　

朋
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

河
野　

信
幸
さ
ん（
宮
崎
市
）

鮫
島

栄
美
子
さ
ん（
都
城
市
）

７
月
号
に
も
支
部
総
会
を
掲
載
し
ま
す
。



組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

2
0
1
8
年
５
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
５
月
19
日
開
催
）

① 4月度事業所活動について報告・承認しました。
② 4月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③ 4月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
④ 4月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認をしました。
⑤ 4月度経営協議会について報告・承認しました。
⑥ 第28期20回、21回常勤理事会について報告・承認しました。
⑦ 宮崎民医連第9期第11回理事会について報告・承認しました。
⑧ 宮崎県社保協第12回幹事会について報告・承認しました。
⑨ 人事について報告・承認しました。
⑩ 2018春闘要求書に対する1次回答について報告・承認しました。

＜報告・承認事項＞

①４月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありました。
４月度の組合員増やしは88名（目標114名）と目標を下回りましたが、出資金増
資は300.4万円（目標298万円）と目標を達成しました。班づくりは0班、班会開
催は88回（目標88回）でした。

　4月末の組合員数は49,541名、出資金総額5億5,495.3万円、脱退38名（前
年39名、）純増50名（前年度は46名）でした。4月に開催した10支部の支部総
会には357名の組合員さんが参加。支部活動の取り組みに加え、宮崎生協病院
の附属棟建設の説明や特別増資についての呼びかけもありました。
　WHO世界保健デーはコープみやざきの３店舗で実施し、組合員・新入職員含め
合計36名で健康チェックを行いました。また生協いきいき健康ウォークin日向に
は120名の参加がありました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「辺野古埋め立て抗
議」「玄海原発4号機再稼働、第1原発立地自治体で宿泊準備開始」「健保組合6
割超赤字」「水俣病救済終了宣言」「新田原爆音訴訟」などの報告がありました。
③3月度の経営概況について報告がありました。3月の法人の経常利益は580万円
（予算差▲649万円）、累計では9,247.6万円（予算差▲4,502.9万円）の到達
でした。
④役員推薦委員会からの答申がありました。
⑤第29回通常総代会への議案、「第1号議案：2017年活動報告・事業報告・決
算報告」「第2号議案：2018年度活動方針・事業計画」「第3号議案：宮崎生協
病院の附属棟建設・院内改修」「第4号議案：役員選任の件」「第5号議案：
2018年度役員報酬限度額及び役員退職金支給承認」「第6号議案：議案議決効
力発生の件」についての説明があり、質疑応答と意見交換を行いました。
⑥宮崎医療生活協同組合本部事務所の会議室使用基準についての提案がありました。

＜審議・決定事項＞

今、宮崎医療生協は 2018年4月末現在

■新規加入者  ８８名（4/1～4/30）

■出 資 金  ５億５,４９５万円

■班　　　数  ２８７ 班

■総組合員数  ４９,５４１ 名

■平均出資金  １１,２０２ 円

■               ２０,６００ 部おげんきですか
手配り配布数

み ん な の 声
◎班会で尿の検査や血管年齢測定、骨密度測定などをしていただき、説明
もその都度されるので、温かい気持ちです。　　  （延岡市Ｆさん女性）

◎緊急の際、電話での親切な対応ができていない。主治医の判断で対
応して欲しい。事務的な処理は苦しい体調のときは苦痛。

５月度宮崎生協病院利用委員会５月度宮崎生協病院利用委員会

○緊急時の対応も含めて、電話や来院時の対応について、事務判断で行わない
ことを事務部で周知しました。

　

平
部
成
さ
ん
は
、生
ま
れ
故
郷
の
宮
崎
で
余
生

を
悔
い
な
く
過
ご
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
2
年

前
に
出
稼
ぎ
先
の
神
戸
市
か
ら
転
居
し
て
き
ま

し
た
。好
き
な
絵
画
や
書
の
創
作
活
動
に
専
念
す

る
た
め
、愛
妻
と
の
別
居
生
活
と
い
う
苦
渋
の
選

択
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、あ
ま
り
に
美
男

子（
？
）す
ぎ
る
た
め
誤
解
を
受
け
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

先
日
も
愛
用
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
通
行
中
、警
官
に
呼
び
止
め

ら
れ
職
務
質
問
さ
れ
た
そ
う
で
す
。ど
う
も
自
転
車
泥
棒
と
間
違
わ
れ
た
よ

う
で
す
が「
人
を
人
相
だ
け
で
判
断
す
る
な
」と
抗
議
し
た
と
怒
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
実
際
の
平
部
さ
ん
は
、と
て
も
優
し
く
正
義
感
の
強
い
方
で
す
。

平
部
さ
ん
は
写
真
を
撮
る
の
も
趣
味
の
一
つ
で
す
が
、自
分
が
撮
ら
れ
る
の
は

苦
手
の
よ
う
で
、こ
の
似
顔
絵
も
本
人
に
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
大
淀
支
部

運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》
組
織
部
０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

〈
俳
句
〉
　
　

若
松
栄
次（
都
城
市
）

真
実
を
明
か
す
喚
問
虚
偽
の
春

真
実
を
明
か
す
喚
問
虚
偽
の
春

岩
元
勝
也（
新
富
町
）

や
わ
ら
か
き
太
き
蕨
や
友
の
笑
み

や
わ
ら
か
き
太
き
蕨
や
友
の
笑
み

宮崎医療生協の奨学生制度とは宮崎医療生協の奨学生制度とは宮崎医療生協の奨学生制度とは

虹の声虹の声虹の声虹の声

○奨学生会議
奨学生になると、毎月1回開催される在籍大学の奨学生会議に参加します。宮崎大学
では、学生ひとりずつ近況報告を行い、１か月に
あったことの報告や最近の出来事などを話します。
設定されたテーマについて学習を行った後、ディ
スカッション（討議）を行います。テーマはその月
ごとに設定されています。司会の進行やチュータ
ーなどはすべて学生で行います。各学年ともたく
さんの学生がいる大所帯ですが、学年を超えて活
動・交流する場となっています。

○奨学生合宿
年一回奨学生合宿を行っています。医療構想や医師像について考える機会を設けるこ
とで、奨学生一人ひとりに早い段階から将来の宮崎医療生協について仲間と一緒に考え、
作り上げていく意識を芽吹かせることを目的に開催しています。
　昨年８月に行われた合宿では、宮崎生協病院院
長の遠藤豊医師が『初期研修と新専門医制度の現
状について』、高田慎吾医師が『宮崎医療生協に求
められている医師像および診療科について』講話
を行いました。また初期研修医の黒木将英医師と
合田廷大医師が『宮崎生協病院での初期研修につ
いて』報告を行い、改めて宮崎生協病院で研修を
受けることの意義を奨学生に伝えました。

　卒業後、宮崎医療生協の医療に参加される意志を持った医学生の皆さんに、勉学の経
済的な援助を行う目的で奨学生制度は設けられています。対象となるのは全国の医科大
学、大学医学部に在籍する医学生です。月額として10万円を支給し、支給決定が認めら
れた月から卒業までの期間で、6年間を限度としています。

○宮崎医療生協の奨学生数は
宮崎医療生協では現在、14名の奨学生が在籍しています。
　（宮崎大学9名、大分大学2名、佐賀大学1名、熊本大学1名、山口大学1名）

○病院実習
奨学生には年に一度、宮崎生協病院及び関連施設
での実習を義務付けられています。実習では手術見学
や病棟、外来診察の見学をし、病院で実際にどのよう
な医療が行われているのか、医師以外の病院スタッフ
（看護師、リハビリ、検査など）が診療にあたってどの
ような役割を果たしているのかなどを肌で感じてもら
い、卒業後勤務する病院・クリニックへの理解を深め
てもらいます。

◎「将来は、十分な医学知識と技術を持って、患者さんが安心できる、やさしい医療を提
供できるようになりたいです」
◎「クリニックの実習は初めてでしたが、外来診
察は強く印象に残っています。地域で様々な分
野にわたる疾患を一人で診る、そして、患者さ
んとのつながりも強い。末岡先生の医療は僕
が今目指している医療にマッチしていました」
◎「将来は患者さんが話しかけやすい、ちょっと
したことでも教えてくれるような医師になり、
求められる医療を提供していきたい」

　このように学習や実習を通して民主的な感覚を身につけ、これからの宮崎医療生協の
中心を担っていく存在となるよう、今後も宮崎医療生協職員一同、奨学生と手を携えて、
一緒に成長できる取り組みを進めます。

　宮崎医療生協医系学生サポートセンターが窓口となり、医師をはじめ全職員が連携しな
がら、いろいろな質問や相談に対応しています。お気軽に連絡ください。

宮崎医療生協（宮崎民医連）医系学生サポートセンター（担当：宮田宗三・松浦光宏）
TEL：0985-85-9717（医系学生サポートセンター） 
MAIL:kiyotake-bunsitu@iga.bbiq.jp　　URL: http://m-seikyouhp.com/

宮崎医療生協では独自の奨学金制度を設けて、将来、宮崎生協病院及びクリニックで宮崎の地域医療を担う医師後継者づくりに取り組んでいます。

宮崎医療生協の奨学生制度

奨学生の主な活動 奨学生から組合員のみなさんへ

宮崎医療生協では宮崎で医療に取り組む医学生を募集しています

お問い合わせ・連絡先

毎月の奨学生会議

昨年の奨学生合宿

実習ではいろんなことを学びます

宮崎医療生協の奨学生

県
北
支
部
は
第
27
回
総
会
を
4
月
28
日
、延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。２
０
１
７
年
度
の
支
部
活
動

は
ク
リ
ニ
ッ
ク
診
療
圏
内
の
活
動
強
化
と
、運
営
委
員
に
よ
る
各
委
員

会
主
体
の
活
動
を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

み
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
、全
国
四
課
題
の
目
標
が
達
成
で
き
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。一
方
で
、支
部
活
動
を
支
え
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
が
で
き
な
か
っ
た
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
主
な
活
動
方
針
は
、①
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
と
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
運
動
の
強
化
、②
健
康

づ
く
り
を
通
し
て
医
療
生
協
活
動
の「
見
せ
る
化
」に
努
め
る
、③
高

齢
者
対
策
と
し
て
の
居
場
所
づ
く
り
、④
情
勢
に
合
わ
せ
た
平
和
社

保
活
動
の
強
化
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
、提
案
さ
れ
た
方
針
を
参
加
者
全
員
で
討
議
で
き

る
よ
う
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
時
間
を
充
分
に
と
っ
て
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
か
ら
始

ま
っ
た
討
論
会
は「
医
療
生
協
の
活

動
の
見
え
る
化
は
宣
伝
が
必
要
で

は…

」、「
仲
間
増
や
し
は
日
頃
の
近

隣
と
の
交
流
が
大
切
」な
ど
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
班

会
の
様
子
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
対
応
が

素
晴
ら
し
い
な
ど
の
報
告
も
あ
り

グ
ル
ー
プ
討
論
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
と
併
せ

て
決
算
と
予
算
案
、新
し
く
4
名
の

運
営
委
員
を
迎
え
た
27
名
の
新
運

営
委
員
体
制
も
と
も
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。（
支
部
長　

甲
斐
郁
枝
）

4
月
28
日（
土
）10
時
よ
り
、江
川
春
枝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
44
名
の

参
加
で
第
24
回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。今
年
の
特
徴
は
、3
月
に
開
催

し
た〝
第
1
回
お
楽
し
み
交
流
会
〞の
会
場
と
し
て
公
民
館
を
快
く

貸
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
や
初
参
加
の
方
も
多
か
っ
た
で
す
。ま

た
、宮
崎
民
医
連
の
奨
学
生
に
初
め
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
崎
大
学
医
学
部
6
年
生
の
有
田
千
沙
都
さ
ん
が『
医
学
生
は

今…

』と
題
し
て
、〝
医
学
生
の
つ
ど
い
〞や〝
て
の
ひ
ら
会
〞を
中
心
に

学
生
生
活
の
一
端
を
紹
介
、「
奨
学

生
と
し
て
色
々
な
学
び
の
場
を
与

え
ら
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
初

め
て
聞
く
学
生
の
話
に
興
味
深
く
、

｢

奨
学
生
っ
て
奨
学
金
を
貰
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
。い
ろ
ん
な

事
を
奨
学
生
と
し
て
学
ん
だ
り
、

経
験
し
て
い
る
ん
だ｣

、「
こ
う
い
う

人
た
ち
が
医
者
に
な
っ
て
生
協
病

院
に
来
て
く
れ
る
ん
だ
ね
」な
ど
の

声
も
き
か
れ
ま
し
た
。（
支
部
長　

黒
木
美
知
子
）

▼▼▼
県県県
北北北
支支支
部部部

▼
県
北
支
部

▼▼▼
日日日
向向向
支支支
部部部

▼
日
向
支
部

奨学生活動の報告を聞きました 27名の新運営委員でスタート
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生
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い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
日
向

生
協
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
日
向

生
協
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
日
向

毎
年
恒
例
の
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
・
医
療
生
協
共
催
〝

春
の
生
協
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
〞
が
4
月
21
日

（
土
）快
晴
の
も
と
、日
向
サ
ン
パ
ー
ク
公
園
を
会
場
に
１

３
０
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。血
圧
測
定
後
、宮

崎
生
協
病
院
の
甲
斐
駿
一
理
学
療
法
士
が「
一
万
歩
で
約

３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
消
費
で
き
ま
す
。歩
く
こ
と
は
血

管
系
の
病
気
予
防
の
目
安
で
も
あ
り
、30
分
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
老
化
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
、効
果
や

フ
ォ
ー
ム
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
の
あ
と
、自
分
の
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
択
し
、

い
ざ
出
発
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
と
配
ら
れ
た
ア
メ
の

気
配
り
に
は
感
謝
で
す
。

小
石
に
願
い
ご
と
を
書
き
参
拝
す
る
と
願
い
が
叶
う

鹿
島
神
社
を
通
り
、権
現
山
の
森
に
あ
る
若
山
牧
水
の
歌

碑
か
ら
見
下
ろ
す
日
向
灘
は
正
に
絶
景
！
歴
史
と
文
化

が
残
る
美
々
津
の
街
並
み
保
存
地
区
も
素
晴
ら
し
く
、

「
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
心
が
洗
濯
で
き
ま
し

た
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
後
の
血
圧
測
定
で
、最
高
血
圧
が

40
値
も
下
が
っ
て
驚
き
ま
し
た
」「
岩
場
か
ら
の
光
景
、若

山
牧
水
歌
碑
や
美
々
津
大
橋
か
ら
の
海
の
眺
め
は
素
晴

ら
し
い
で
す
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。健
康
づ

く
り
の
た
め
に
い
い
汗
を
か
き
、心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
ょ
う
。来
年
は
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
日
向
支
部
健
康
づ
く
り
委
員　

寺
原
鈴
枝
）

ウォーキング前後で血圧測定をウォーキング前後で血圧測定を

壮大な柱状節理壮大な柱状節理

権現山の中にある若山牧水歌碑権現山の中にある若山牧水歌碑

美々津漁港美々津漁港

『
国
の
責
任
で
医
療
と
介
護
の
充
実
を
求
め
る
集

会
』
が
、
5
月
12
日
（
土
）
宮
崎
市
デ
パ
ー
ト
前
で

開
催
さ
れ
、
医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め
6

団
体
か
ら
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
宮
崎
県
民
医
連
の
仁
田
脇
弘
文
事
務
局
長

が
、
国
か
ら
見
え
る
格
差
と
貧
困
に
つ
い
て
「
子
ど

も
の
虫
歯
は
歯
磨
き
が
で
き
て
な
い
の
で
は
な
く
、

大
人
の
経
済
格
差
が
口
腔
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
国
の
責
任
で
社
会
保
障
の
充
実
と
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
生
活
と
健
康
を
守
る
会
の
橋
口
寛
さ

ん
が
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
新
婦
人
宮
崎
支
部
の
澤

田
初
枝
さ
ん
が
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
問
題

を
、
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
宮
崎
連
絡
協
議

会
の
川
越
賢
二
さ
ん
が
重
度
身
障
者
の
外
来
窓
口
負

担
の
現
物
給
付
に
つ
い
て
、
宮
崎
医
療
生
協
の
介
護

施
設
で
働
く
串
間
伸
悟
さ
ん
は
「
現
在
の
介
護
報
酬

で
は
、
介
護
事
業

所
の
人
手
不
足
は

解
消
で
き
な
い
。

抜
本
的
な
対
策
を

国
に
求
め
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

後
藤
泰
樹
宮
崎

市
議
は
「
多
く
の

自
治
体
で
国
保
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
中
、
宮
崎
市
が
今
年
度
の
国
保

税
を
引
き
下
げ
た
の
は
、
国
保
を
よ
く
す
る
会
な
ど

の
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

『
払
え
る
国
保
税
』
に
し
て

い
く
た
め
に
運
動
を
続
け
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。最

後
に
宮
崎
医
療
生
協
の

日
髙
明
義
理
事
長
が
「
国
民

皆
保
険
制
度
が
あ
る
か
ら
こ

そ
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
で

す
。
こ
の
保
険
制
度
を
維
持

す
る
に
は
保
険
収
入
が
必
要

で
す
が
、
お
金
が
な
け
れ
ば

社
会
保
障
は
受
け
ら
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
国
は
軍
事

費
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
に
税
金
を
投
入
し
て
い
ま

す
が
、
安
心
し
て
医
療
や
介

護
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保
障

の
た
め
に
も
税
金
の
使
い
道

を
考
え
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
健
康
と
命
が
あ
っ
て
こ

そ
の
社
会
保
障
で
す
」
と
呼

び
か
け
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

参
加
者
全
員
で
採
択
し
ま
し

た
。
（
組
織
部
）

集会アピールを参加者全員で採択集会アピールを参加者全員で採択
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２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟２０１8年〝原水爆禁止国民平和大行進〟
国民平和大行進は、“ノーモア・ヒロシマ！ノーモア・ナガサ
キ！”“核兵器のない世界を”と核兵器廃絶を訴えて、文字通り全
国を歩く行進です。1958年6月に、被爆地広島から東京へ向け、
1,000キロの道のりを歩く最初の平和行進が行われました。
以来この半世紀以上、雨の日も風の日も毎年休まず行進は
続けられ、いまではすべての都道府県と7割を超える自治体を
通過し、毎年10万人が参加する国民的行動となっています。核
兵器廃絶を願う人なら誰でも参加できる行動です。
核兵器のない世界を求
める行動とつながって、6
月から広島・長崎にむけ
て今年も平和行進がとり
くまれてます。みなさんも
ぜひ、ひとりでも、また友
人・ご家族と一緒に、一歩
でも二歩でも歩きましょう。
（組織部）

◎えびの市役所…６/２２（金）10：00
◎都城市役所……６/２３（土）  9：30
◎宮崎市役所……６/２４（日）  9：30
◎串間市役所……６/２５（月）10：30
◎綾町役場………６/２６（火）10：00
◎西都市役所……６/２７（水）  9：30
◎高鍋町役場……６/３０（土）  9：00
◎日向市役所……７/  １ （日）10：00
◎延岡市役所……７/  ２ （月）  9：30
→大分県に引き継ぎ７/２（月）

出
発
場
所
・
時
間

昨年の平和大行進（宮崎市）昨年の平和大行進（宮崎市）

日高明義理事長からの呼びかけ日高明義理事長からの呼びかけ

「お詫びと訂正」
おげんきですか5月号1面、新入職員看護師の名前に誤りがありお詫びと
訂正を申し上げます。
（誤）西森沙耶香（正）西森紗耶香　（誤）小野瑞希（正）小野瑞季　です。
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